
３月１１日、東北地方で阪

神淡路大震災の約１７８倍も

のエネルギーの地震が起こり

ました。１９００年以降、世

界で起きた地震の中で４番目

というほど大きな地震です。

その被害は時間がたつにつれ

て明らかになり、自然の驚異

を感じずにはおれません。日

本におられる皆様のご家族や

関係の方々はご無事でしょう

か。まだ規模の大きな余震も

続いているようです。これ以

上被害が広がらないよう、ま

た１人でも多くの方の無事を

祈らずにはいられません。

私が前回この国に赴任して

いたとき「阪神淡路大震災」

が起きました。そして今回、

またこのような大規模な地震

が発生しました。正に「国難」

というべき状態だと思います。

阪神淡路大震災の時は、現在

のように十分な情報網が発達

しておらず、この国にいて日

本の状況を知ることはなかな

かできませんでした。それで

も発生翌日には、こちらの新

聞の第１面に、波打ち崩れた

高速道路の写真が大きく載せ

られていました。

そのときも「日本はどうな

るのだろう」という不安を感

じました。しかし日本は見事

に復興を果たしました。今回

は過去最大級の地震規模です

が「きっと日本は立ち直る、

必ず復興を果たす。」そう願

い、信じたい気持ちで一杯で

す。

阪神淡路大震災の時の、ど

うしても忘れられない思い出

があります。この国で地震が

ニュースとして流れてすぐ、

１人の外国人労働者が「困っ

ている人がいたら助けるのが

当然。」と言って、義援金を

日本大使館に届けてくれたの

です。いくら困っている人を

助けるのが当然とはいえ、国

を離れ職を求めてやってきて

いる労働者は、そう恵まれて

いるわけではありません。そ

の中から義援金を届けるとい

うのは、簡単にはできること

ではないと思いました。自分

のこと以上に、被災した人た

ちのことを考えた行動に、頭

の下がる思いがしました。そ

の後、もちろん私達もできる

ことをしましたが、その外国

人労働者のようにすぐに行動

に移すことができていたら、

もっと良かったのにと後悔が

残りました。

自分が被災した立場になれ

ば、こういう出来事がどんな

に大変かというのは、いくら

でも言えます。ところが自分

が当事者でない場合に、同じ

ように相手の身になって考え

られるのかというと、これは

なかなか難しいことです。し

かし同じ日本人として、何か

できることはないかを考え、

行動を起こそうとすることは

やはり大切なことであり必要

なのではないかと思います。

最も届けたいのは「元気」

ですが、それは簡単なことで

はありません。だからこそ、

私達はそれぞれの気持ちを少

しでも行動に移してみること

が大切なのではないかと思い

ます。
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津波で流された市街地のようす

当時このような写真が載りました

人の温かさを感じます

私が以前この国で一緒に勤

めていた英会話の先生が、今

回の地震を気にかけ、わざわ

ざ電話をしてくださいました。

「家族は大丈夫だったか。当

時のみんなは元気でいるだろ

うか。」と電話してくれたの

です。

既に日本の知り合いに安否

の確認をされていたようです

が、その温かい気持ちに触れ、

本当に嬉しくなりました。

こんな大変な出来事に際し

て、私自身すぐに行動に移せ

るようになりたいと改めて思

いました。



学期末になるといつも話し

ていますので、今回はこの１

年間の「３つのあ」について

振り返ってみたいと思います。

まず「あいさつ」について

ですが、先日の「５つの気」

でも触れたように、元気良く

気持ちの良いあいさつを誰も

ができているかというと、ま

だそこまでには至りません。

明るく元気の良い声が、なか

なか出せないままでいる子ど

ももいます。

もちろん性格的なものもあ

りますから、言われたからす

ぐにできるようになるとは限

りません。しかし社会生活を

していく上で、きちんとした

あいさつを身につけているか

どうかは、とても大きな差と

なって現れるように感じてい

ます。

「あいさつは先手必勝」とい

う言葉があります。損得でも

のを考えるわけではありませ

んが、自分から先にあいさつ

ができる人は、それだけでも

周囲の人に良い印象を与える

ことができます。その上に

「笑顔」であいさつできたら、

どんなに素晴らしいだろうと

思います。

前大使夫人が、日本人学校

にお別れのあいさつに来られ

たとき、この「笑顔」につい

て話されました。「新しく友

達を作るためには笑顔が１番

大切なのです。」と、ご自身

の経験を交えて話されました。

既に、この笑顔であいさつを

することができるようになっ

ている人もずいぶんいます。

登校時も下校時も、明るい声

と笑顔であいさつをされると、

本当にこちらの気持ちまで明

るくなります。

あいさつの大切さを、私は

年齢を重ねるほど身にしみて

分かるようになった気がして

います。自分の幼いときを思

い出しても、毎日のように、

事あるごとに言われてきまし

た。それでもなかなかできな

かったことを覚えています。

自分が思うように身につけら

れなかったからこそ、その大

切さをより感じるのかもしれ

ません。子ども達には自分か

ら進んで、まずは「大きな声」

であいさつできるようになっ

てほしいと思います。

自分はもちろん、相手も気

持ちよくすることができるの

があいさつです。それだけあ

いさつの持つ力には大きなも

のがあります。相手をきちん

と見て、できれば笑顔ででき

るようになれば、素晴らしい

宝物を身につけたことになる

のではないでしょうか。
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もうすぐ外で遊べなくなります

調理実習後の会食(５・６年生)

先日の参観日の折に『路加

(るか)君』(畠山能阿君のお兄

さん)から、ドーハ日本人学校

にと本を寄贈していただきま

した。

「７つの封印：全１０巻」と

「デルトラクエスト：全１２

巻」です。

どちらも子ども達がとても

喜びそうな本です。一人でも

多くの子が手に取り読んでく

れたらと思います。

路加君、貴重な本をありが

とうございました。大切に使

わせていただきます。

本をいただきました

楽しそうなファンタジーの本芝生の上で元気良く長縄跳び



昨日に続き「３つのあ」の

振り返りです。

２つ目の「あせ」は、ドー

ハ日本人学校の子ども達が最

も頑張ってきたことの１つで

はないかと思います。「何に

でも全力で取り組もう！」と

いう意味で呼びかけてきまし

たが、いろいろなことに対し

前向きに、一生懸命取り組ん

でいる姿をたくさん見ること

ができました。

普段の学校生活や授業への

取り組みはもちろんですが、

特に行事の時には「みんなが

１つにまとまって全力を注い

でいる姿勢」がよく表れてい

て、とても素晴らしいと思い

ます。こういうふうになるた

めには、やはり日々の積み重

ねが必要なのではないかと思

います。

また毎日感心することは、

子ども達の掃除態度の良さで

す。日本の学校だと、清掃指

導にかなり時間をとられるこ

とがあります。人数が多いと

はかどることもありますが、

細かく指示をしたり、きちん

とできていない子どもに指導

をしているだけで、掃除時間

が終わってしまうことがよく

あります。指導者の目が届か

ない場所では、掃除時間が終

わってもあまりきれいになっ

ていないこともあります。

それに比べて、ドーハ日本

人学校の子ども達の掃除態度

は本当に立派です。全校での

掃除は週に１回しかありませ

んが、ほとんど私語をするこ

ともなく、みんなが黙々と雑

巾がけに精を出しています。

子ども達が教室掃除をしてい

るときに、私は良くホールの

掃き掃除をしながら、それぞ

れの教室で一生懸命掃除をし

ている子ども達の姿を見てい

ます。毎日繰り返される、日々

の清掃活動にきちんと取り組

んでいるからこそ、いろいろ

なことに対し精一杯頑張れる

子どもになってきているので

はないかと思います。

そしてもう１つ、この「あ

せ」には別の願いも込めてい

ます。それは「人のために汗

を流すことができる人になっ

てほしい」ということです。

人は他人のために役立つこと

で、本当の喜びを知ることが

できるのではないかと思いま

す。また同時に、自分を大切

に思う気持ちも育てることが

できるのではないでしょうか。

学校生活の中で、こうした

経験を少しでも多く積むこと

は、子ども達の成長にとって

とても有意義なことではない

かと思います。
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上級生は手際よくやっています

それぞれの教室をみんな一生懸命に掃除しています

先日『落語と紙切り』公演

で来られた「林家今丸師匠」

から、素敵な「藤娘」の切り

絵をいただきました。本当に

素晴らしい技術だと感心させ

られる作品です。

玄関ホールの左手に飾って

いますので、ご来校の折には、

ぜひご覧になってください。

切り絵をいただきました

いただいた「藤娘」の切り絵



今日は最後の「あ＝あとか

たづけ」について振り返って

みます。

今年度良くなったところと

して「くつの整とん」が挙げ

られます。毎日のようにくつ

箱を整とんしていますが、私

があまり直す必要がなくなる

ほど、みんなの意識が高まっ

てきたように思います。両方

のかかとを、きちんと手前の

線にそろえて入れてあると、

見た目にも非常にきれいに見

えます。

くつはそろっていても、奥

に押し込んだ状態だとくつの

大きさに差があるためあまり

きれいに見えません。自分の

くつをそろえて入れるだけで

あれば、奥まで押し込む方が

簡単にできるでしょう。しか

し、かかとを合わせて手前に

そろえるためには、自分が意

識しなければきちんとできな

いものなのです。

子ども達がくつをはき替え

る場面をよく見ていますが、

必ず両手でそろえている子が

います。その子のくつは、い

つも本当にきれいにそろえて

あります。自分がそろえて入

れたくつをもう１度振り返り、

改めて整とんし直す場面も何

度も見かけました。こういう

ところを見ると「あとかたづ

け」を意識していることが、

本当に良く伝わってきます。

「あとかたづけ」には、自分

の行動に責任を持つという意

味もあると思っています。子

ども達には「これで良かった

かな？」と、常に素直に自分

を振り返ることができるよう

になってほしいと思っていま

す。そういう意味でも、自分

のくつ箱をこうして振り返り

きちんと直すことができる子

どもが出てきたのは、とても

素晴らしいと思いますし、周

囲へも良い影響を与えるので

はないかと思います。

もう１つ働きかけてきたの

は「席を離れるときには、き

ちんとイスを入れておく」こ

とでした。これも当然のこと

ではありますが、意外とでき

ていないことでもあります。

イスを出しっぱなしにしてい

ると、どうしても締まりがな

くなってしまいます。

どちらもしつけに関わるこ

とですから、できるだけ早い

段階で身につけてほしいと思

います。「くつ」も「いす」

も、低学年になるほど良く意

識しています。このまましっ

かりと習慣化してくれたらと

思います。

今後働きかけたいと思って

いることは、落ちているゴミ

を見つけたら、進んで拾える

ようになってほしいという点

です。ゴミを見つけるのは、

後を振り返ることにもつなが

ります。同時に、そのゴミを

進んで拾える人は、全体が見

えている人だと私は思ってい

ます。
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調理実習の「あとかたづけ」

いつ見てもきれいになってきました

急きょお願いした、東北地

方太平洋沖地震の義援金です

が、今日までに多くの方の寄

付金をお預かりしています。

集まった義援金の送金先と方

法について大使館に確認した

ところ、直接「日本赤十字社

の義援金口座」に振り込むよ

うに指示を受けましたので、

来週に送金する予定です。

募集期間は明日までとして

いますので、集計ができしだ

い、ご協力くださった皆様に

はご報告させていただきます。

｢義 援 金｣ の送金先
について

みんなが出た後の教室のようす


